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議題（２） 令和２年度の予定について 

１．企画展開催事業（令和２年６月１日現在） 

 年に３回程度企画展を開催し、刈谷地域の歴史の学習やさまざまな歴史資料に触れる機会を提

供する。 

 ただし、今年度は新型コロナウイルス感染症拡大防止のため、春開催予定の「歴史へのいざない

－佐藤コレクションの魅力－」展、夏開催予定の「戦時下の刈谷－人びとの暮らしと記憶－」展は

中止する。       

 (1) 徳川家康の遺産－徳川美術館所蔵品で綴る－ 

ア 会 期  令和２年１０月３日（土）～１１月１５日（日） 

前期：１０月３日（土）～１０月２５日（日） 

        後期：１０月２７日（火）～１１月１５日（日） 

イ 観覧料  一般 ５００円 中学生以下無料  

      ※身体障害者、精神障害保健福祉、療育の各手帳所持者及び付き添いの方（１名）

は入場無料。 

ウ 内 容  徳川美術館所蔵の家康ゆかりの遺産と水野家関係資料を展示 

エ 主な展示品 【国宝】太刀 銘 来孫太郎作(花押) 正応五年壬辰八月十三日 

      【重文】浅葱地雪持笹文辻ケ花染小袖 

      羽柴秀吉朱印状 水野宗兵衛入道(忠重)宛(天正十四年)八月九日 

※なお、新型コロナウイルスの今後の感染状況によっては、会期の変更や中止の可能性がある。 

 (2) 収蔵品展 

  ア 会 期  令和３年１月１６日（土）～２月１４日（日） 

  イ 観覧料  無料 

  ウ 内 容  当館所蔵のなかから選りすぐりの品を展示 

  エ 主な展示品 【市指定】豊臣秀吉書状 

          伝月僊図屏風 

          膳揃（北白川宮使用） 

          刀（宗寛） 

 

２．常設展開催事業 

   おおよそ３ヶ月に１回程度展示替えを行い、刈谷の歴史に関する実物の資料を常時公開する。 

  

３．市史資料整理活用事業 

   『刈谷市史』編纂過程で収集した資料を中心に、さまざまな歴史資料の収集・保存・調査・研究

などを行う。 

(1) 文化財調査 

市内外に存在する文化財の調査を行い、必要に応じて寄贈・寄託の働きかけを行い、文化財

の保存・継承を行う。 
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(2) 資料整理 

マイクロフィルムのデジタル化、収集資料の副本（紙焼き本）作成を行う。 

 

４．参加・体験型歴史文化教育普及事業 

刈谷地域の歴史文化に対する誇りと愛着を育むため、歴史文化について学ぶ機会を広く提供す

る。 

 (1) 歴史文化体験講座の開催 

原則、毎月第４日曜日に開催（年１０回）。 

(2) 簡単工作づくりの開催 

     土・日・祝日に開催（学校長期休暇中は毎日）。 

  例）うちわづくり、ペーパークラフト等 

(3) 市内小中学生の館内見学・体験学習の支援 

本年度は新型コロナウイルス感染症予防のため、昨年度行った市内全小学校３年生の万燈

かつぎ体験と市内全中学校１年生の「歴史ひろば」及びバックヤード見学における学芸員の解

説は中止。 

代替案として、学校側の求めに応じて学芸員が学校に出向き出前講座の実施及び博物館資

料の提供などを行う。 

  中学２年生職場体験受入。 

(4)  ミュージアムシアターの上映 

     講座室にて「刈谷偉人伝」等の DVDを毎日上映。 

    年に１回程度、歴史に関する映画を上映予定。 

  (5)  出前講座 

     教育委員会生涯学習課を通して随時受付。 

     ≪出前講座テーマ≫ 

   ・刈谷市の文化財 

    ・刈谷の歴史 

    ・刈谷市の埋蔵文化財 

    ・ようこそ歴史博物館へ 

 

５．啓発・広報 

  博物館事業（企画展等展覧会や普及活動等）の啓発や広報等を行う。 

 (1) 刈谷市歴史博物館ホームページ及び Twitterの運営 

 (2) 市民だよりへの情報提供 

企画展や関連イベント、歴史体験講座の案内等随時掲載。 

博物館収蔵品の紹介（歴史散歩コーナー、月１回）。 

(3) 博物館ニュースの発行（年３回程度） 

   企画展の案内や企画展・収蔵品に関する小論等を掲載。 
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(4) 年報の発行（１０月頃発行予定） 

    前年度の事業概要等を掲載。 

 (5) 研究紀要の刊行（３月頃発行予定） 

    学芸員等による調査・研究の成果を掲載。 

 (6) オリジナルグッズの制作・販売 

   『刈谷市史』や展覧会図録、報告書等の書籍やカプセルトイに加え、タオル・クリアファイ

ル・てぬぐい等を製作・販売。 

 

６．博物館資料の収集・保存・管理 

 (1) 収集 

     資料収集方針に基づき、寄贈・寄託資料受入。刈谷の歴史に関わる重要な資料を古書店等か

ら購入。 

(2) 保存・管理 

   館内の適切な温湿度環境の維持及び虫害の防除。 

 収蔵品の修復及び什器の製作。 

  資料の燻蒸。 

 

７．発掘調査出土遺物整理活用事業 

(1) 出土遺物の注記・接合作業 

(2) 発掘調査報告書の作成 

 

８．郷土資料館の運営 

  令和２年度より、歴史博物館とより一体的な運営を行うため、令和元年度までの指定管理によ

る委託運営から直営へ移行。 

 


